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編集後記
今年の増刊号をお届けする季節です．「検査と技術」増刊号は，毎年前

年11月に編集委員会でテーマを検討して，最近の臨床検査の話題や進歩

に合った内容を通常号と異なる体系に編集してお届けしています．

本年のテーマは「免疫反応と臨床検査」で，臨床検査に広く利用される

免疫反応の特集です．出来上がったこの増刊号を読んでみると基礎編の

「イムノアッセイの変遷」では免疫反応がRIA法に始まり，現在の臨床検

査に応用されてきた変遷や自動化で大量，迅速処理が可能になった検査法

であることがわかります．イムノアッセイは，高感度化，微量化，短時間

化さらに経済性の進歩が目覚ましく，マイクロチップ電気泳動，高感度な

均一系アッセイのLOCI法，同時に多項目検査ができる機器などの最新

の情報が得られます．また，救急の現場などでは簡便かつ迅速にベッドサ

イドで検査結果が出るPOCTや，イムノクロマトグラフィを用いた検査

が実施されています．免疫反応では，検出感度，特異性や異常反応などが

ピットフォールになるので，その実例を挙げて問題点を解説しています．

さらに疾病の診断・治療のためには，どの施設でどのメーカーの試薬で検

査しても同じ結果で報告される必要があります．しかし，外部精度管理で

明らかになるように免疫血清検査ではメーカー差，施設間差が多々みられ

ます．われわれはこの免疫反応の長所，短所をよく理解して，臨床に正し

い結果やコメントが報告できるように努力していきたものです．

各論では，広く免疫反応が利用されている自己免疫疾患，感染症検査，

生化学では動脈硬化，心疾患，炎症マーカー，肺繊維化や肝繊維化マー

カーへの応用について最新検査の知識を得ることができます．さらに血

液，血栓止血，一般や病理検査にも免疫反応が広く用いられ，臨床検査の

あらゆる分野に応用されていることが実感できます．

最後に，各メーカーが免疫反応を応用した最新の自動機器を紹介してい

ますので，検査法や機器の変更の際に，非常に役に立つ情報だと思います．

免疫反応の臨床検査への応用は，ますます迅速化，高感度化，自動化が

実現され結果報告までの所要時間(turn around time，TAT)の改善をも

たらし，臨床検査を変えていくと思います．これからの季節は，学問の

秋，味覚の秋でもあります．この秋の夜長に秋の味覚でも楽しみながら，

もう一度免疫血清学の歴史を振り返り，最新の検査知識を取り入れていた

だくことを期待します．

(曽根伸治)
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